
ホームランを打てるバッティングフォーム

理系D-1班

１．目的と動機

体格差があったとしても体を効率よく使えばパワーを最大限に発揮できる
と考えた。そこで野球のバッティングに着目し、どのように体を動かせば
私立高校の選手や外国人選手に負けずにヒットやホームランを打てるかに
ついて調べようと思った。

体格差がある！

でも

技術を身につければいい！

まとめ ホームランバッターに共通していること

・トップが安定している

・体の軸が真っ直ぐである。

・フォロースルーが大きく、肩よりも上にある。

・股関節がインパクトで内旋している。

プロのホームランバッターから共通点を挙げる

まず、この写真からわかることは、どのバッターも共通して「トップ」
が安定していることだ。(トップとは、打つ準備が完了した状態を指す)ま
た、体の軸が頭から真っ直ぐになっていることもわかる。

右・福岡ソフトバンクホークス
柳田悠岐選手
右下・横浜DNAベイスターズ
筒香嘉智選手

この2人のホームランバッター

からわかるのは、フォロースルー

(バットがボールに当たってから

振り終わりまでのこと)が大きい

ことだ。また、2人ともバットが

肩よりも上にあることがわかる。

腕に注目すると、しっかりと肘が

伸びきっている。下半身を見ると、

左足(後ろ足)が内旋して股関節が

締まっていることがわか

る。

【考察】

ホームランバッターの特徴（プロの選手のフォームより）

・トップの形が安定している
＝ トップが安定することにより常に同じ形でバット
を振り出すことができる。そのため、常に同じ位
置でボールをとらえることが可能になっている。

・体の軸が頭からまっすぐになっている

＝体の軸が崩れないことでボールに力が一番伝わ
るフォームを維持することができ、結果的に再現
性をもってホームランを打つことができる。

・フォロースルーの際、手の位置が肩のラインよりも上になっていること

＝フォロースルーで手の位置が肩のラインよりも上
になることにより、ホームランを打つのに理想的
な、スイング軌道を描くことができる。

・スイング後、体の軸が後ろ斜めに傾いている

＝スイング後に体が斜め後ろに傾くことにより、ハ
ムストリングスの力によって腰が強く投手方向
に突き出され、バットのヘッドスピードがインパ
クト時に瞬間的に上げることが出来る。それに
加えて、体の傾きによりスイングの角度がボー
ルの下部分に滑り込みやすい角度になりホー
ムランを打つのに最適な角度となる。

・下半身を締めることができている

＝下半身を締めることにより下半身と上半身にね
じれが発生し、下で生み出した回転のエネル
ギーを無駄なく上に伝えることが出来る。

ホームラン！！
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